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2020.8.3-8.9
But grow in the grace and knowledge of our Lord and Savior 
Jesus Christ. To him be glory both now and forever! Amen.   II 
Peter 3:18

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく

ださい。進め方にはいろいろな意見が

出るかもしれませんが、「主に期待す

る」信仰が最も大切です。 いつもの家

族のでいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（２～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難
しい場合はディボーションの分かち
合い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　6:1 それでは、どういうことになりますか。
恵みが増し加わるために、私たちは罪の中に
とどまるべきでしょうか。
6:2 絶対にそんなことはありません。罪に対
して死んだ私たちが、どうして、なおもその
中に生きていられるでしょう。
6:3 それとも、あなたがたは知らないのです
か。キリスト・イエスにつくバプテスマを受
けた私たちはみな、その死にあずかるバプテ
スマを受けたのではありませんか。
6:4 私たちは、キリストの死にあずかるバプ
テスマによって、キリストとともに葬られた
のです。それは、キリストが御父の栄光に
よって死者の中からよみがえられたように、
私たちも、いのちにあって新しい歩みをする
ためです。
6:5 もし私たちが、キリストにつぎ合わされ
て、キリストの死と同じようになっているの
なら、必ずキリストの復活とも同じようにな
るからです。
6:6 私たちの古い人がキリストとともに十字
架につけられたのは、罪のからだが滅びて、
私たちがもはやこれからは罪の奴隷でなくな
るためであることを、私たちは知っています。
6:7 死んでしまった者は、罪から解放されて
いるのです。
6:8 もし私たちがキリストとともに死んだの
であれば、キリストとともに生きることにも
なる、と信じます。
6:9 キリストは死者の中からよみがえって、
もはや死ぬことはなく、死はもはやキリスト
を支配しないことを、私たちは知っています。
6:10 なぜなら、キリストが死なれたのは、た

だ一度罪に対して死なれたのであり、キリ
ストが生きておられるのは、神に対して生
きておられるのだからです。
6:11 このように、あなたがたも、自分は罪
に対しては死んだ者であり、神に対しては
キリスト・イエスにあって生きた者だと、
思いなさい。

　罪ある者が恵みを与えられるのだとしたら、罪は恵の　罪ある者が恵みを与えられるのだとしたら、罪は恵の

元になるということだから、「私たちは罪の中にとどま元になるということだから、「私たちは罪の中にとどま

るべき」だなどと言う人がいたのでしょう。クリスチャるべき」だなどと言う人がいたのでしょう。クリスチャ

ンの中にも、罪を犯しつつ、神の愛を感じているとうそンの中にも、罪を犯しつつ、神の愛を感じているとうそ

ぶく人がいないとも限りません。そのような、とんでもぶく人がいないとも限りません。そのような、とんでも

ない発言をパウロは警戒しています。そして「絶対にそない発言をパウロは警戒しています。そして「絶対にそ

んなことはありません。」と言っています。んなことはありません。」と言っています。

　おそらくそのような迷いごとを言う人は、自分が神様　おそらくそのような迷いごとを言う人は、自分が神様

から離れて、勝手にやりたいことの言い訳を探しているから離れて、勝手にやりたいことの言い訳を探している

のでしょう。私たちは「いのちにあって新しい歩みをすのでしょう。私たちは「いのちにあって新しい歩みをす

る」べきです。神様の恵みを感じたなら、その神様の愛る」べきです。神様の恵みを感じたなら、その神様の愛

に答えたい、神様を悲しませないで喜ばせたいと思うのに答えたい、神様を悲しませないで喜ばせたいと思うの

が正常なクリスチャンです。が正常なクリスチャンです。

　「罪に対しては死んだ者であり、神に対してはキリス　「罪に対しては死んだ者であり、神に対してはキリス

ト・イエスにあって生きた者」ですから、そのようにあト・イエスにあって生きた者」ですから、そのようにあ

歩むことが、いきいきと成長する道であり、喜びなので歩むことが、いきいきと成長する道であり、喜びなので

す。神様を喜ばせて、自分もうれしい…。そういう歩みす。神様を喜ばせて、自分もうれしい…。そういう歩み

をしましょう。をしましょう。

　　

　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の約束、①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の約束、

愛の満たしなど）愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願いなど）②どんな思いになりましたか？（感情や願いなど）

③生き方にどう適用しますか？（あなたのどの部分③生き方にどう適用しますか？（あなたのどの部分

を主は扱おうとしておられますか）を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　　

　３日　月曜

　ローマ



　6:12 ですから、あなたがたの死ぬべきから
だを罪の支配にゆだねて、その情欲に従って
はいけません。
6:13 また、あなたがたの手足を不義の器とし
て罪にささげてはいけません。むしろ、死者
の中から生かされた者として、あなたがた自
身とその手足を義の器として神にささげなさ
い。
6:14 というのは、罪はあなたがたを支配する
ことがないからです。なぜなら、あなたがた
は律法の下にはなく、恵みの下にあるからで
す。
6:15 それではどうなのでしょう。私たちは、
律法の下にではなく、恵みの下にあるのだか
ら罪を犯そう、ということになるのでしょう
か。絶対にそんなことはありません。
6:16 あなたがたはこのことを知らないのです
か。あなたがたが自分の身をささげて奴隷と
して服従すれば、その服従する相手の奴隷で
あって、あるいは罪の奴隷となって死に至り、
あるいは従順の奴隷となって義に至るのです。
6:17 神に感謝すべきことには、あなたがたは、
もとは罪の奴隷でしたが、伝えられた教えの
規準に心から服従し、
6:18 罪から解放されて、義の奴隷となったの
です。
6:19 あなたがたにある肉の弱さのために、私
は人間的な言い方をしています。あなたがた
は、以前は自分の手足を汚れと不法の奴隷と
してささげて、不法に進みましたが、今は、
その手足を義の奴隷としてささげて、聖潔に
進みなさい。
6:20 罪の奴隷であった時は、あなたがたは義

については、自由にふるまっていました。
6:21 その当時、今ではあなたがたが恥じて
いるそのようなものから、何か良い実を得
たでしょうか。それらのものの行き着く所
は死です。
6:22 しかし今は、罪から解放されて神の奴
隷となり、聖潔に至る実を得たのです。そ
の行き着く所は永遠のいのちです。
6:23 罪から来る報酬は死です。しかし、神
の下さる賜物は、私たちの主キリスト・イ
エスにある永遠のいのちです。

　救われて神の子となったクリスチャンであって　救われて神の子となったクリスチャンであって
も、信仰が健全に成長していない場合があることも、信仰が健全に成長していない場合があること
をパウロは危惧しました。その場合、救われたこをパウロは危惧しました。その場合、救われたこ
とに安心してしまって、「 恵みの下にあるのだとに安心してしまって、「 恵みの下にあるのだ
から罪を犯そう」と考える、または罪を犯してもから罪を犯そう」と考える、または罪を犯しても
平気だと考えるのではないかということです。そ平気だと考えるのではないかということです。そ
こまでいかなくても、恵によって赦されるだろうこまでいかなくても、恵によって赦されるだろう
と、主に従わないままで平気な人がいるかも知れと、主に従わないままで平気な人がいるかも知れ
ません。ません。
　パウロは、救われた者は罪から解放されている　パウロは、救われた者は罪から解放されている
と言います。それは罪を犯してしまうという悪のと言います。それは罪を犯してしまうという悪の
力に支配されないということです。もう罪に支配力に支配されないということです。もう罪に支配
しないのです。罪を犯しても赦されるからやってしないのです。罪を犯しても赦されるからやって
しまおう…というのはまだ罪の影響を受けていましまおう…というのはまだ罪の影響を受けていま
す。開放されているのですから、罪と手を切ります。開放されているのですから、罪と手を切りま
しょう。その方が楽なはずです。主に従った方がしょう。その方が楽なはずです。主に従った方が
開放的ななずなのです。開放的ななずなのです。
　安心して神のみこころを行って良いのです。良　安心して神のみこころを行って良いのです。良
いことを行うことで、ストレスになることはありいことを行うことで、ストレスになることはあり
ません。別の自分になることではありません。後ません。別の自分になることではありません。後
悔することはありません。それが自分を解放する悔することはありません。それが自分を解放する
ことなのです。ことなのです。
　安心して主のみこころを行いましょう。　安心して主のみこころを行いましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　　

　４日　火曜

 ローマ



　

　 7:1 それとも、兄弟たち。あなたがたは、
律法が人に対して権限を持つのは、その人の
生きている期間だけだ、ということを知らな
いのですか。・・私は律法を知っている人々
に言っているのです。・・
7:2 夫のある女は、夫が生きている間は、律
法によって夫に結ばれています。しかし、夫
が死ねば、夫に関する律法から解放されます。
7:3 ですから、夫が生きている間に他の男に
行けば、姦淫の女と呼ばれるのですが、夫が
死ねば、律法から解放されており、たとい他
の男に行っても、姦淫の女ではありません。
7:4 私の兄弟たちよ。それと同じように、あ
なたがたも、キリストのからだによって、律
法に対しては死んでいるのです。それは、あ
なたがたが他の人、すなわち死者の中からよ
みがえった方と結ばれて、神のために実を結
ぶようになるためです。
7:5 私たちが肉にあったときは、律法による
数々の罪の欲情が私たちのからだの中に働い
ていて、死のために実を結びました。
7:6 しかし、今は、私たちは自分を捕えてい
た律法に対して死んだので、それから解放さ
れ、その結果、古い文字にはよらず、新しい
御霊によって仕えているのです。　
　　
　救われたということは、古い自分は死んだという　救われたということは、古い自分は死んだという
ことです。イエス様の十字架が自分の身代わりでことです。イエス様の十字架が自分の身代わりで
あったということは、自分が死んだということなのあったということは、自分が死んだということなの
です。それほど十字架は力あるものです。また信仰です。それほど十字架は力あるものです。また信仰
とはそのように、力あるものなのです。とはそのように、力あるものなのです。
　死んだというのは律法によって死刑になったとい　死んだというのは律法によって死刑になったとい
うことです。イエス様はまさにその死刑を味わってうことです。イエス様はまさにその死刑を味わって
くださったのです。くださったのです。

　そして死んだということは、すでにさばかれる　そして死んだということは、すでにさばかれる
必要はなく、また罪に対しても何の反応もないと必要はなく、また罪に対しても何の反応もないと
いうことです。私たちは罪を犯したくなる思いがいうことです。私たちは罪を犯したくなる思いが
あっても、それは一時的なことであり、やがて消あっても、それは一時的なことであり、やがて消
えてゆくものですから、そのような思いに付きえてゆくものですから、そのような思いに付き
合っている必要はありません。もしも罪を犯し続合っている必要はありません。もしも罪を犯し続
けているなら、心が苦しくなるでしょう。けているなら、心が苦しくなるでしょう。
　ですから、新しい御霊に仕えていることを思い　ですから、新しい御霊に仕えていることを思い、、
自分の新しい人が喜ぶことを選び取りましょう。自分の新しい人が喜ぶことを選び取りましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　　

　５日　水曜

　ローマ



　7:7 それでは、どういうことになりますか。
律法は罪なのでしょうか。絶対にそんなこと
はありません。ただ、律法によらないでは、
私は罪を知ることがなかったでしょう。律法
が、「むさぼってはならない。」と言わな
かったら、私はむさぼりを知らなかったで
しょう。
7:8 しかし、罪はこの戒めによって機会を捕
え、私のうちにあらゆるむさぼりを引き起こ
しました。律法がなければ、罪は死んだもの
です。
7:9 私はかつて律法なしに生きていましたが、
戒めが来たときに、罪が生き、私は死にまし
た。
7:10 それで私には、いのちに導くはずのこの
戒めが、かえって死に導くものであることが、
わかりました。
7:11 それは、戒めによって機会を捕えた罪が
私を欺き、戒めによって私を殺したからです。
7:12 ですから、律法は聖なるものであり、戒
めも聖であり、正しく、また良いものなので
す。
7:13 では、この良いものが、私に死をもたら
したのでしょうか。絶対にそんなことはあり
ません。それはむしろ、罪なのです。罪は、
この良いもので私に死をもたらすことによっ
て、罪として明らかにされ、戒めによって、
極度に罪深いものとなりました。
　7:14 私たちは、律法が霊的なものであるこ
とを知っています。しかし、私は罪ある人間
であり、売られて罪の下にある者です。
7:15 私には、自分のしていることがわかりま
せん。私は自分がしたいと思うことをしてい
るのではなく、自分が憎むことを行なってい

るからです。
7:16 もし自分のしたくないことをしている
とすれば、律法は良いものであることを認
めているわけです。
7:17 ですから、それを行なっているのは、
もはや私ではなく、私のうちに住みついて
いる罪なのです。
7:18 私は、私のうち、すなわち、私の肉の
うちに善が住んでいないのを知っています。
私には善をしたいという願いがいつもある
のに、それを実行することがないからです。
7:19 私は、自分でしたいと思う善を行なわ
ないで、かえって、したくない悪を行なっ
ています。
7:20 もし私が自分でしたくないことをして
いるのであれば、それを行なっているのは、
もはや私ではなくて、私のうちに住む罪で
す。
7:21 そういうわけで、私は、善をしたいと
願っているのですが、その私に悪が宿って
いるという原理を見いだすのです。
7:22 すなわち、私は、内なる人としては、
神の律法を喜んでいるのに、
7:23 私のからだの中には異なった律法が
あって、それが私の心の律法に対して戦い
をいどみ、私を、からだの中にある罪の律
法のとりこにしているのを見いだすのです。
7:24 私は、ほんとうにみじめな人間です。
だれがこの死の、からだから、私を救い出
してくれるのでしょうか。
　7:25 私たちの主イエス・キリストのゆえ
に、ただ神に感謝します。ですから、この
私は、心では神の律法に仕え、肉では罪の
律法に仕えているのです。
　　

　律法には人を救う力はありません。罪を示　律法には人を救う力はありません。罪を示
すだけです。時には、その禁止行為をしたくすだけです。時には、その禁止行為をしたく
なることさえあります。律法が、「むさぼっなることさえあります。律法が、「むさぼっ
てはならない。」と言わなかったら、私はむてはならない。」と言わなかったら、私はむ
さぼりを知らなかったでしょう…とあるとおさぼりを知らなかったでしょう…とあるとお
りです。そこでパウロは「律法は罪なのでりです。そこでパウロは「律法は罪なので
しょうか。」と、問いかけています。結論はしょうか。」と、問いかけています。結論は、、
問題は人間の内にある罪ということです。問題は人間の内にある罪ということです。
　人は時に、罪を犯しておきながら、誰かが　人は時に、罪を犯しておきながら、誰かが
大ごとにした…などど他人のせいにすること大ごとにした…などど他人のせいにすること
があります。問題は自分の内にある罪です。があります。問題は自分の内にある罪です。
　自分の罪を正面から受け止めましょう。神　自分の罪を正面から受け止めましょう。神
様の赦しと力を体験できるからです。様の赦しと力を体験できるからです。
　パウロは正直と謙遜は、罪の力と人間の無　パウロは正直と謙遜は、罪の力と人間の無
力さを理解させるためです。これは救われて力さを理解させるためです。これは救われて
からのパウロの霊的な状態を表しています。からのパウロの霊的な状態を表しています。
パウロほどの人がどんな罪…と疑いたくなりパウロほどの人がどんな罪…と疑いたくなり
ますが、詮索する必要はないでしょう。ますが、詮索する必要はないでしょう。
　人はどんなにきよめられても、完全に至る　人はどんなにきよめられても、完全に至る
ことはできません。むしろきよめられれば、ことはできません。むしろきよめられれば、
小さな罪に気づきます。また主にもっと従い小さな罪に気づきます。また主にもっと従い
たいと思います。もっと愛したいと思いますたいと思います。もっと愛したいと思います。。
お役に立ちたいと思います。パウロはそのよお役に立ちたいと思います。パウロはそのよ
うな思いから、自分を見たのでしょう。うな思いから、自分を見たのでしょう。
　ここでパウロは、もっとレベルの高い信仰　ここでパウロは、もっとレベルの高い信仰
に…と思っているのではありません。彼は自に…と思っているのではありません。彼は自
分に関心があるのではなく、あくまでも神様分に関心があるのではなく、あくまでも神様
のみこころに関心があるのです。ですから、のみこころに関心があるのです。ですから、
罪の程度を区別せずに、「私のうちに住む罪の程度を区別せずに、「私のうちに住む
罪」と言っているのです。彼は誤解を受けた罪」と言っているのです。彼は誤解を受けた
くない思いよりも、神様の思いを実現させたくない思いよりも、神様の思いを実現させた
い思いが優っているのです。い思いが優っているのです。
　このように自分の罪を認める人は、聖なる　このように自分の罪を認める人は、聖なる
人です。そのような価値観を持つ共同体であ人です。そのような価値観を持つ共同体であ
りましょう。りましょう。

①神のみこころは？①神のみこころは？
②どんな思いになりましたか？②どんな思いになりましたか？
③生き方にどう適用しますか？③生き方にどう適用しますか？
④この世にあって何を実践しますか？　④この世にあって何を実践しますか？　

　６日　木曜

　ローマ



　8:1 こういうわけで、今は、キリスト・イ
エスにある者が罪に定められることは決して
ありません。
8:2 なぜなら、キリスト・イエスにある、い
のちの御霊の原理が、罪と死の原理から、あ
なたを解放したからです。
8:3 肉によって無力になったため、律法には
できなくなっていることを、神はしてくださ
いました。神はご自分の御子を、罪のために、
罪深い肉と同じような形でお遣わしになり、
肉において罪を処罰されたのです。
8:4 それは、肉に従って歩まず、御霊に従っ
て歩む私たちの中に、律法の要求が全うされ
るためなのです。
8:5 肉に従う者は肉的なことをもっぱら考え
ますが、御霊に従う者は御霊に属することを
ひたすら考えます。
8:6 肉の思いは死であり、御霊による思いは、
いのちと平安です。
8:7 というのは、肉の思いは神に対して反抗
するものだからです。それは神の律法に服従
しません。いや、服従できないのです。
8:8 肉にある者は神を喜ばせることができま
せん。
　　
　律法は罪を明かにして、さばきを実現させるもの　律法は罪を明かにして、さばきを実現させるもの
ですから、「死と罪の原理」の中にあります。一方ですから、「死と罪の原理」の中にあります。一方
イエス様の十字架によって「いのちの御霊の原理」イエス様の十字架によって「いのちの御霊の原理」
が実現しました。それは神の愛による恵です。が実現しました。それは神の愛による恵です。
　「律法にはできなくなっていること」とは、人を　「律法にはできなくなっていること」とは、人を
救うことです。神はイエス様によって救ってくださ救うことです。神はイエス様によって救ってくださ
いました。肉を持ってこの世に来られ、律法のさばいました。肉を持ってこの世に来られ、律法のさば
きを御自身が受けてくださったのです。「肉においきを御自身が受けてくださったのです。「肉におい
て罪を処罰された」ということです。て罪を処罰された」ということです。

　私たちは、主イエスが自分の身代わりに十字架　私たちは、主イエスが自分の身代わりに十字架
にかかってくださったということを知っていますにかかってくださったということを知っています。。
ならばそれは自分が十字架にかかったと同じことならばそれは自分が十字架にかかったと同じこと
であり、自分は律法のさばきによって死んだといであり、自分は律法のさばきによって死んだとい
うことです。ですからイエス様の十字架を信じるうことです。ですからイエス様の十字架を信じる
者は、肉においてはすでに死んでいるのです。者は、肉においてはすでに死んでいるのです。
　ですから私たちは、すでに「御霊に従って歩　ですから私たちは、すでに「御霊に従って歩
む」者であり、「御霊に従う者」、「御霊に属すむ」者であり、「御霊に従う者」、「御霊に属す
る者」なのです。「神を喜ばせる」ことをモッる者」なのです。「神を喜ばせる」ことをモッ
トーとして、神の喜びを楽しみましょう。トーとして、神の喜びを楽しみましょう。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　７日　金曜

　ローマ



　8:9 けれども、もし神の御霊があなたがた
のうちに住んでおられるなら、あなたがたは
肉の中にではなく、御霊の中にいるのです。
キリストの御霊を持たない人は、キリストの
ものではありません。
8:10 もしキリストがあなたがたのうちにおら
れるなら、からだは罪のゆえに死んでいても、
霊が、義のゆえに生きています。
8:11 もしイエスを死者の中からよみがえらせ
た方の御霊が、あなたがたのうちに住んでお
られるなら、キリスト・イエスを死者の中か
らよみがえらせた方は、あなたがたのうちに
住んでおられる御霊によって、あなたがたの
死ぬべきからだをも生かしてくださるのです。
8:12 ですから、兄弟たち。私たちは、肉に
従って歩む責任を、肉に対して負ってはいま
せん。
8:13 もし肉に従って生きるなら、あなたがた
は死ぬのです。しかし、もし御霊によって、
からだの行ないを殺すなら、あなたがたは生
きるのです。
8:14 神の御霊に導かれる人は、だれでも神の
子どもです。
8:15 あなたがたは、人を再び恐怖に陥れるよ
うな、奴隷の霊を受けたのではなく、子とし
てくださる御霊を受けたのです。私たちは御
霊によって、「アバ、父。」と呼びます。
8:16 私たちが神の子どもであることは、御霊
ご自身が、私たちの霊とともに、あかしして
くださいます。
8:17 もし子どもであるなら、相続人でもあり
ます。私たちがキリストと、栄光をともに受
けるために苦難をともにしているなら、私た

ちは神の相続人であり、キリストとの共同
相続人であります。
　　
　信仰は御霊によりますから、イエスを主と信じ　信仰は御霊によりますから、イエスを主と信じ
る人には御霊がおられます。ですから信じる私たる人には御霊がおられます。ですから信じる私た
ちは、「御霊の中にいる」のであり、「キリストちは、「御霊の中にいる」のであり、「キリスト
のもの」であり、「霊が、義のゆえに生きて」おのもの」であり、「霊が、義のゆえに生きて」お
り、「死ぬべきからだをも生かして」いただくこり、「死ぬべきからだをも生かして」いただくこ
とができ、「神の子ども」であり、「『アバ、とができ、「神の子ども」であり、「『アバ、
父。』と呼」ぶことができ、「キリストとの共同父。』と呼」ぶことができ、「キリストとの共同
相続人」です。相続人」です。
　今日も聖霊様がいてくださることを覚えて、聖　今日も聖霊様がいてくださることを覚えて、聖
霊様をあがめて、聖霊様に従いましょう。御霊に霊様をあがめて、聖霊様に従いましょう。御霊に
よって、天のお父様に親しみを覚え、甘えてみるよって、天のお父様に親しみを覚え、甘えてみる
のも良いでしょう。また訓練を受けることも感謝のも良いでしょう。また訓練を受けることも感謝
しましょう。何でも相談しましょう。何でも教えしましょう。何でも相談しましょう。何でも教え
てもらいましょう。何でも助けていただきましょてもらいましょう。何でも助けていただきましょ
う。う。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　８日　土曜

　ローマ



　8:18 今の時のいろいろの苦しみは、将来私
たちに啓示されようとしている栄光に比べれ
ば、取るに足りないものと私は考えます。
8:19 被造物も、切実な思いで神の子どもたち
の現われを待ち望んでいるのです。
8:20 それは、被造物が虚無に服したのが自分
の意志ではなく、服従させた方によるので
あって、望みがあるからです。
8:21 被造物自体も、滅びの束縛から解放され、
神の子どもたちの栄光の自由の中に入れられ
ます。
8:22 私たちは、被造物全体が今に至るまで、
ともにうめきともに産みの苦しみをしている
ことを知っています。
8:23 そればかりでなく、御霊の初穂をいただ
いている私たち自身も、心の中でうめきなが
ら、子にしていただくこと、すなわち、私た
ちのからだの贖われることを待ち望んでいま
す。
8:24 私たちは、この望みによって救われてい
るのです。目に見える望みは、望みではあり
ません。だれでも目で見ていることを、どう
してさらに望むでしょう。
8:25 もしまだ見ていないものを望んでいるの
なら、私たちは、忍耐をもって熱心に待ちま
す。

　被造物、すなわち全宇宙とその中にあるもの全て　被造物、すなわち全宇宙とその中にあるもの全て
が、神様の救いにあずかることを、パウロは擬人的が、神様の救いにあずかることを、パウロは擬人的
な表現で語っています。万物は、神が人類を愛してな表現で語っています。万物は、神が人類を愛して
人のために創造されたのであって、人類の罪ゆえに人のために創造されたのであって、人類の罪ゆえに
呪いの中に入ってしまったのですから、人類が救わ呪いの中に入ってしまったのですから、人類が救わ
れることで呪いから解放されるのです。れることで呪いから解放されるのです。
　神様の救いがこのように大きなスケールであるこ　神様の救いがこのように大きなスケールであるこ

とを覚え、神様の偉大さを讃えましょう。またことを覚え、神様の偉大さを讃えましょう。またこ
の望みを持って、自分自身も「にしていただくこの望みを持って、自分自身も「にしていただくこ
と、すなわち、私たちのからだの贖われることをと、すなわち、私たちのからだの贖われることを
待ち望んで」いきましょう。それゆえに、「見て待ち望んで」いきましょう。それゆえに、「見て
いないもの」でも、それを「望んで」、「忍耐をいないもの」でも、それを「望んで」、「忍耐を
もって熱心に待ち」ましょう。この世のこと、世もって熱心に待ち」ましょう。この世のこと、世
の終わりのことも、そして誰かの救いも、待ち望の終わりのことも、そして誰かの救いも、待ち望
みましょう。みましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　　　　 　　 　
　　

　９日曜

　ローマ
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